
図案 店舗名 年代 主な記載事項
１ 暦と店先 鳥屋新兵衛 文久2年 せんき一貼湯

(1862) 雲州松江八軒屋町東北角
弘所鳥屋新兵衛

２ 暦と店先 平野平助 明治15年 出雲国松江新材木町
(1882) 三味線小道具張かえ処

平野平助
３ 雲龍と牡丹 絹川恵三郎 明治時代 呉服和洋反物萬小間物

松江竪町大小路角
絹川恵三郎

４ 歳時記１２種 樋野仙之助 明治26年 金銀鼈甲櫛笄簪るい細工所
(1893) 並ニ上物小間物卸小売

松江市西茶町
樋野仙之助

５ 飛ぶダイコクと 永井油店 明治時代 機械油 一本油 正種胡麻白絞桐

エビス、貨幣 石油等其他諸油
松江市白潟魚町
卸小売永井油店

６ 檜扇 田中支店 明治時代 不相変御引立之程奉希望
砂糖乾物洋釘其他 一切勉強仕候

松江市白潟本町
田中支店

７ 鯛と桜 秋本亀太郎 明治時代 魚商
松江市天神町
秋本亀太郎

８ 日の出と鶴 熊野喜平 明治時代 諸国名産出雲国産
出雲国松江市白潟本町
熊野喜平

９ 宝尽くし 金山商店 明治時代 蛇の目傘並ニ岐阜提灯
松江市天神前
金山商店

１０ 鯛乗りエビス 細木長太郎 明治時代 醤油商並ニ生酢塩
醸造所安来市西小路松澤倉七
販売所 松江市雑賀三丁目新道南

細木長太郎
１１ ダイコクと 美談嘉四郎 明治時代 米錦端物糸類小間物カバン

金の成る木 並ニ貸ウサ商
津田街道 美談嘉四郎

１２ 壺割童子と 武田啓一郎 明治時代 出雲国産
ダイコク 縞かすり木綿 八雲ちゝみ 瑪瑙

水晶宝石 海松工芸 並ニ酒類
出雲国松江市竪町
武田啓一郎

１３ がまぐちを 野波精薫堂 明治29年 上菓子製造根本
持つ福助 (1896) 銘茶販売所

松江市津田街道壱丁目
野波精薫堂

１４ 「商」に七福神 明石武次郎 明治時代 呉ふく太もの商
松江市末次本町
明石武次郎

１５ 富士山と紙幣の 湖月堂 明治29年 欧和上菓子専門御菓子司
舟での藻狩り 田中萬之助 (1896) 松江市大寺町

湖月堂田中萬之助
１６ 引札見本帳 明治32年(1899)
１７ 知羅志見本 明治29年(1896)
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〈幕末～明治前期〉

〈明治中期以降〉

【見本帳】
明治中期には機械印刷で大量に安く印刷
できるようになる。
各商店は引札の見本帳から好きな図柄を
選び、注文した。

2.暦と店先
〈新材木町平野平助〉明治15年(1882)

1.暦と店先
〈八軒屋町 鳥屋新兵衛〉
文久2年(1862)

3.雲龍と牡丹
〈竪町絹川恵三郎〉明治時代

4.歳時記１２種
〈西茶町樋野仙之助〉明治26年(1893)

5.飛ぶダイコクとエビス、貨幣
〈白潟魚町永井油店〉明治時代

6.檜扇
〈白潟本町田中支店〉明治時代

7.鯛と桜
〈天神町秋本亀太郎〉明治時代

8.日の出と鶴
〈白潟本町熊野喜平〉明治時代

9.宝尽くし
〈天神前金山商店〉明治時代

10.鯛乗りエビス
〈雑賀町三丁目新道南細木長太郎〉明治時代

11.ダイコクと金の成る木
〈津田街道美談嘉四郎〉明治時代

12.壺割童子とダイコク
〈竪町武田啓一郎〉明治時代

13.がまぐちを持つ福助
〈津田街道一丁目野波精薫堂〉明治29年(1896)

14.「商」に七福神
〈末次本町明石武次郎〉明治時代

15.富士山と紙幣の舟での藻狩り
〈大寺町湖月堂田中萬之助〉明治29年(1896)

16.引札見本帳
明治32年(1899)頃

17.知羅志見本
明治29年(1896)頃 巻末に「松江市天神町引札団扇商島村庄次郎」の印


